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   Ａ６１Ｋ  39/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年11月29日(2010.11.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ダイズ加水分解物および酵母加水分解物を含む、動物性タンパク質非含有細胞培養培地で
あって、該培地は、該ダイズ加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度
で、および該酵母加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度で含み
、複数の該加水分解物の少なくとも９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該
ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、培地。
【請求項２】
請求項１に記載の動物性タンパク質非含有細胞培養培地であって、前記ダイズ加水分解物
は、０．２％（ｗ／ｖ）～０．６％（ｗ／ｖ）の間の濃度で存在し、前記酵母加水分解物
は、０．０５％（ｗ／ｖ）～０．２％（ｗ／ｖ）の間の濃度で存在する、動物性タンパク
質非含有細胞培養培地。
【請求項３】
請求項１に記載の動物性タンパク質非含有細胞培養培地であって、前記ダイズ加水分解物
は、０．２５％（ｗ／ｖ）～０．３５％（ｗ／ｖ）の間の濃度で存在し、前記酵母加水分
解物は、０．０５％（ｗ／ｖ）～０．１５％（ｗ／ｖ）の間の濃度で存在する、動物性タ
ンパク質非含有細胞培養培地。
【請求項４】
請求項１に記載の動物性タンパク質非含有細胞培養培地であって、前記ダイズ加水分解物
は、０．３％（ｗ／ｖ）の濃度で存在し、前記酵母加水分解物は、０．１％（ｗ／ｖ）の



(2) JP 2005-532057 A5 2011.2.3

濃度で存在する、動物性タンパク質非含有細胞培養培地。
【請求項５】
請求項１に記載の動物性タンパク質非含有細胞培養培地であって、前記酵母加水分解物は
、限外濾過精製された酵母加水分解物であり、該酵母加水分解物の少なくとも４０％が、
５００ダルトン以下の分子量を有する、動物性タンパク質非含有細胞培養培地。
【請求項６】
請求項１に記載の動物性タンパク質非含有細胞培養培地であって、前記ダイズ加水分解物
は、限外濾過精製されたダイズ加水分解物であり、該ダイズ加水分解物の少なくとも４０
％が、５００ダルトン以下の分子量を有する、動物性タンパク質非含有細胞培養培地。
【請求項７】
動物性タンパク質非含有細胞培養培地を生成する方法であって、いかなる動物性タンパク
質も含まない基本培地は、酵母加水分解物およびダイズ加水分解物が補充される、方法で
あって、該培地は、該ダイズ加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度
で、および該酵母加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度で含み
、複数の該加水分解物の少なくとも９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該
ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、方法。
【請求項８】
細胞の細胞培養物を培養する方法であって、該方法は、以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む培地を提供する工程であっ
て、複数の該加水分解物の少なくとも９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、
該ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程
；ならびに
　該細胞を該培地中で増殖させて、該細胞培養物を形成する工程、
を包含する、方法。
【請求項９】
請求項８に記載の方法であって、前記細胞は、昆虫細胞、鳥類細胞および哺乳動物細胞か
らなる群より選択される動物細胞である、方法。
【請求項１０】
請求項８に記載の方法であって、前記細胞は組換え細胞である、方法。
【請求項１１】
請求項８に記載の方法であって、前記細胞は、ＢＳＣ－１細胞、ＬＬＣ－ＭＫ細胞、ＣＶ
－１細胞、ＣＯＳ－細胞、ＶＥＲＯ細胞、ＭＤＢＫ細胞、ＭＤＣＫ細胞、ＣＲＦＫ細胞、
ＲＡＦ細胞、ＲＫ－細胞、ＴＣＭＫ－１細胞、ＬＬＣ－ＰＫ細胞、ＰＫ１５細胞、ＬＬＣ
－ＲＫ細胞、ＭＤＯＫ細胞、ＢＨＫ－２１細胞、ＣＨＯ細胞、ＮＳ－１細胞、ＭＲＣ－５
細胞、ＷＩ－３８細胞、ＢＨＫ細胞、およびＲＫ－細胞からなる群より選択される、方法
。
【請求項１２】
動物性タンパク質非含有コンフルエント細胞培養プロセスであって、該プロセスは、以下
の工程：
　ダイズ加水分解物および酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培地を提供する
工程であって、該培地は、該ダイズ加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）
の濃度で、および該酵母加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度
で含み、複数の該加水分解物の少なくとも９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有
し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、
工程；
　該培地中で該細胞を増殖させる工程；ならびに
　非動物由来プロテアーゼと接触させながら該培地中で増殖させた細胞を継代および継代
培養して、コンフルエントな細胞培養物を得る工程、
を包含する、プロセス。
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【請求項１３】
動物性タンパク質非含有培地中で培養された細胞の培養物であって、該培地は、０．０５
％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（ｗ／ｖ）～
０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含み、複数の該加水分解物の少なくとも９
０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵
母加水分解物の１重量部に対して存在する、培養物。
【請求項１４】
請求項１３に記載の細胞の培養物であって、前記細胞は、昆虫細胞、鳥類細胞、および哺
乳動物細胞からなる群より選択される動物細胞である、細胞の培養物。
【請求項１５】
請求項１３に記載の細胞の培養物であって、前記細胞は組換え細胞である、細胞の培養物
。
【請求項１６】
請求項１３に記載の細胞の培養物であって、前記細胞は、ウイルスが感染している、細胞
の培養物。
【請求項１７】
請求項１３に記載の細胞の培養物であって、前記細胞は、ＢＳＣ－１細胞、ＬＬＣ－ＭＫ
細胞、ＣＶ－１細胞、ＣＯＳ－細胞、ＶＥＲＯ細胞、ＭＤＢＫ細胞、ＭＤＣＫ細胞、ＣＲ
ＦＫ細胞、ＲＡＦ細胞、ＲＫ－細胞、ＴＣＭＫ－１細胞、ＬＬＣ－ＰＫ細胞、ＰＫ１５細
胞、ＬＬＣ－ＲＫ細胞、ＭＤＯＫ細胞、ＢＨＫ－２１細胞、ＣＨＯ細胞、ＮＳ－１細胞、
ＭＲＣ－５細胞、ＷＩ－３８細胞、ＢＨＫ細胞、およびＲＫ－細胞からなる群より選択さ
れる、細胞の培養物。
【請求項１８】
ウイルスを生成する方法であって、該方法は、以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培
地中で増殖させた細胞の培養物を提供する工程であって、複数の該加水分解物の少なくと
も９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、
該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程；
　該細胞にウイルスを感染させる工程；ならびに
　該感染させた細胞をインキュベートして、該ウイルスを増殖させる工程、
を包含する、方法。
【請求項１９】
請求項１８に記載の方法であって、前記細胞は、昆虫細胞、鳥類細胞および哺乳動物細胞
からなる群より選択される動物細胞である、方法。
【請求項２０】
ワクシニアウイルスを生成する方法であって、該方法は、以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培
地中で増殖させた細胞の培養物を提供する工程であって、複数の該加水分解物の少なくと
も９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、
該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程；
　該細胞にワクシニアウイルスを感染させる工程；ならびに
　該感染させた細胞をインキュベートして、ワクシニアウイルスを増殖させる工程、
を包含する、方法。
【請求項２１】
コロナウイルスを生成するための方法であって、該方法は、以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培
地中で増殖させた細胞の培養物を提供する工程であって、複数の該加水分解物の少なくと
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も９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、
該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程；
　該細胞にコロナウイルスを感染させる工程；ならびに
　該感染させた細胞をインキュベートして、コロナウイルスを増殖させる工程；
を包含する、方法。
【請求項２２】
オルソミクソウイルスを生成するための方法であって、該方法は、以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培
地中で増殖させた細胞の培養物を提供する工程であって、複数の該加水分解物の少なくと
も９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、
該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程；
　該細胞に、オルソミクソウイルスを感染させる工程；ならびに
　該感染させた細胞をインキュベートして、オルソミクソウイルスを増殖させる工程、
を包含する、方法。
【請求項２３】
請求項２２に記載の方法であって、前記オルソミクソウイルスは、インフルエンザＡ型ウ
イルス、インフルエンザＢ型ウイルスまたはインフルエンザＣ型ウイルスである、方法。
【請求項２４】
ロス川ウイルスを生成するための方法であって、該方法は、以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培
地中で増殖させた細胞の培養物を提供する工程であって、複数の該加水分解物の少なくと
も９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、
該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程；
　該細胞にロス川ウイルスを感染させる工程；ならびに
　該感染させた細胞をインキュベートして、ロス川ウイルスを増殖させる工程、
を包含する、方法。
【請求項２５】
フラビウイルスを生成するための方法であって、該方法は、以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培
地中で増殖させた細胞の培養物を提供する工程であって、複数の該加水分解物の少なくと
も９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、
該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程；
　該細胞にフラビウイルスを感染させる工程；ならびに
　該感染させた細胞をインキュベートして、フラビウイルスを増殖させる工程、
を包含する、方法。
【請求項２６】
請求項２５に記載の方法であって、前記フラビウイルスは、黄熱病ウイルス、日本脳炎ウ
イルス、ダニ媒介脳炎ウイルス、西ナイルウイルスおよびＣ型肝炎ウイルスからなる群よ
り選択される、方法。
【請求項２７】
ピコルナウイルスを生成するための方法であって、該方法は、以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培
地中で増殖させた細胞の培養物を提供する工程であって、複数の該加水分解物の少なくと
も９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、
該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程；
　該細胞にピコルナウイルスを感染させる工程；ならびに
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　該感染させた細胞をインキュベートして、ピコルナウイルスを増殖させる工程、
を包含する、方法。
【請求項２８】
請求項２７に記載の方法であって、前記ピコルナウイルスは、ポリオウイルスおよびＡ型
肝炎ウイルスである、方法。
【請求項２９】
ウイルスまたはウイルス抗原を含む免疫原性組成物を生成する方法であって、該方法は、
以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培
地中で増殖させた細胞の培養物を提供する工程であって、複数の該加水分解物の少なくと
も９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、
該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程；
　該細胞にウイルスを感染させる工程；
　該感染させた細胞をインキュベートして、ウイルスを増殖させる工程；
　生成された該ウイルスまたはウイルス抗原を回収する工程；
　該回収されたウイルスまたはウイルス抗原から免疫原性組成物を調製する工程、
を包含する、方法。
【請求項３０】
請求項２９に記載の方法であって、前記回収されたウイルスまたはウイルス抗原は、精製
に供される、方法。
【請求項３１】
ウイルスまたはウイルス抗原を含む免疫原性組成物を生成する方法であって、該方法は、
以下の工程：
　哺乳動物細胞の培養物を提供する工程であって、該細胞は、ダイズ加水分解物および酵
母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培養培地中で増殖させた、サル腎臓細胞、ウ
シ腎臓細胞、イヌ腎臓細胞、ブタ腎臓細胞、マウス腎臓細胞、ラット腎臓細胞、ヒツジ腎
臓細胞、ハムスター腎臓細胞およびヒト細胞の群から選択される、工程であって、該培地
は、該ダイズ加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度で、および該酵
母加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度で含み、複数の該加水
分解物の少なくとも９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解
物の３重量部が、該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、工程；
　該細胞に、オルソミクソウイルス、パラミクソウイルス、レオウイルス、ピコルナウイ
ルス、フラビウイルス、アレナウイルス、ヘルペスウイルス、ポックスウイルス、コロナ
ウイルスおよびアデノウイルスの群から選択されるウイルスを感染させる工程；
　該細胞の培養物をインキュベートして、該ウイルスを増殖させる工程；
　このように生成された該ウイルスまたはウイルス抗原を回収する工程；ならびに
　該回収されたウイルスまたはウイルス抗原から免疫原性組成物を調製する工程、
を包含する、方法。
【請求項３２】
オルソミクソウイルスを感染させた細胞の培養物であって、該細胞は、動物性タンパク質
非含有培地中で培養され、該培地は、ダイズ加水分解物および酵母加水分解物を含む、細
胞の培養物であって、該培地は、該ダイズ加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ
／ｖ）の濃度で、および該酵母加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）
の濃度で含み、複数の該加水分解物の少なくとも９０％は、１０００ダルトン以下の分子
量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵母加水分解物の１重量部に対して存在
する、培養物。
【請求項３３】
ポックスウイルスを感染させた細胞の培養物であって、該細胞は、動物性タンパク質非含
有培地中で培養され、該培地は、ダイズ加水分解物および酵母加水分解物を含む、培養物
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であって、該培地は、該ダイズ加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃
度で、および該酵母加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度で含
み、複数の該加水分解物の少なくとも９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、
該ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、培養
物。
【請求項３４】
ヘルペスウイルスを感染させた細胞の培養物であって、該細胞は、動物性タンパク質非含
有培地中で培養され、該培地は、ダイズ加水分解物および酵母加水分解物を含む、培養物
であって、該培地は、該ダイズ加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃
度で、および該酵母加水分解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度で含
み、複数の該加水分解物の少なくとも９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、
該ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、培養
物。
【請求項３５】
オルソミクソウイルス調製物であって、該調製物は、動物性タンパク質非含有培地中でイ
ンフルエンザウイルスに感染させた細胞を培養することによって得られ、該培地は、ダイ
ズ加水分解物および酵母加水分解物を含む、調製物であって、該培地は、該ダイズ加水分
解物を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度で、および該酵母加水分解物を０．
０５％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度で含み、複数の該加水分解物の少なくとも
９０％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、該
酵母加水分解物の１重量部に対して存在する、調製物。
【請求項３６】
ヘルペスウイルス調製物であって、該調製物は、動物性タンパク質非含有培地中でインフ
ルエンザウイルスに感染させた細胞を培養することによって得られ、該培地は、ダイズ加
水分解物および酵母加水分解物を含む、調製物であって、該培地は、該ダイズ加水分解物
を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度で、および該酵母加水分解物を０．０５
％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度で含み、複数の該加水分解物の少なくとも９０
％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵母
加水分解物の１重量部に対して存在する、調製物。
【請求項３７】
ポックスウイルス調製物であって、該調製物は、動物性タンパク質非含有培地中でインフ
ルエンザウイルスに感染させた細胞を培養することによって得られ、該培地は、ダイズ加
水分解物および酵母加水分解物を含む、調製物であって、該培地は、該ダイズ加水分解物
を０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度で、および該酵母加水分解物を０．０５
％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度で含み、複数の該加水分解物の少なくとも９０
％は、１０００ダルトン以下の分子量を有し、該ダイズ加水分解物の３重量部が、該酵母
加水分解物の１重量部に対して存在する、調製物。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　さらに、本発明は、オルソミクソウイルス、ポックスウイルス、パラミクソウイルス、
レオウイルス、ピコルナウイルス、フラビウイルス、アレナウイルス、ヘルペスウイルス
、ポックスウイルスまたはアデノウイルスを感染させた細胞の培養物を提供し、この細胞
は、動物性タンパク質非含有培地中で培養され、この培地は、ダイズ加水分解物および酵
母加水分解物を含む。このダイズ加水分解物は、約０．０５％（ｗ／ｖ）～約１％（ｗ／
ｖ）の濃度であり得、酵母加水分解物は、約０．０５％（ｗ／ｖ）～約０．３％（ｗ／ｖ
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）の濃度であり得る。上記で例示される加水分解物の他の濃度もまた、本発明に従って使
用され得る。
　本発明はさらに、培地からの、動物性タンパク質を含まない、オルソミクソウイルス、
パラミクソウイルス、レオウイルス、ピコルナウイルス、フラビウイルス、アレナウイル
ス、ヘルペスウイルス、ポックスウイルス、コロナウイルスまたはアデノウイルス（これ
らの組み換え的に生成されたバージョンを含む）の調製物を提供し、この調製物は、動物
性タンパク質非含有培地中で、インフルエンザウイルスを感染させた細胞を培養すること
によって得ることができ、ここで、この培地はダイズ加水分解物および酵母加水分解物を
含む。ダイズ加水分解物は、０．０５％（ｗ／ｖ）～１．０％（ｗ／ｖ）の濃度であり得
、そして酵母加水分解物は、０．０５％（ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度であり得
る。上記で例示される加水分解物の他の濃度もまた、本発明に従って使用され得る。これ
らのウイルス調製物は、ウイルス抗原およびさらに処理した後にワクチンを作製するため
の使用に適切である。
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